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「見えないことを感じる」〜４年生 点字体験〜

　先日、４年生が点字にふれる時間を持ちました。

視覚障がいについて学ぶ学習の一環です。

　点字器を使って、自分の名前を一文字ずつ打っ

ていく。プチプチという感触が指先に残る、と話

してくれた子もいました。難しいと言いながらも、

みんな夢中になって取り組んでいました。

　点字がどこで使われているのか、どんな仕組み

で読むのか。実際に手を動かしてみることで、初

めて実感を持てることがあります。読めるように

なったわけではなくても、知らなかった世界に少しだけ近づけたこと、そこに興味を持てた

ことは、確かな一歩だと思います。「知る」ことから、すべては始まります。この体験が、

これから先、誰かの立場を想像する力につながっていくことを願っています。　

明日からいよいよ夏休み！

　長かったようであっという間だった１学期も、子どもたちは元気に駆け抜けてくれまし

た。この夏、たくさんの経験を通して、ひと回り大きくなった姿で２学期に会えるのを楽し

みにしています。

ＰＴＡ学年行事、ありがとうございました！　

　１学期末にかけて、複数の学年でＰＴＡ学年行

事が行われました。（まだ実施していない学年は、

２学期以降の開催となります。）

　「夏野菜を使ってピザを作ろう」では、子ども

たちが思い思いの具材をのせ、鉄板の前で焼き上

がりを待つ時間も含めて楽しんでいる様子が見ら

れました。「ぎょうざパーティー」でも、準備か

ら調理まで、保護者の皆さまに多くの場面でお力

添えをいただきました。

　「空気てっぽう」などのアクティビティにも、

保護者の皆さまが子どもたちと一緒に取り組んで

くださる姿がありました。

　準備や運営にご尽力いただいた実行委員の皆さ

ま、そして当日足を運んでくださった保護者の皆

さまに、あらためて感謝申し上げます。まだ行事

を控えている学年も、どうぞ楽しみにしていてく

　　ださい。




